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S37a 多波長観測による超/高光度赤外線銀河が持つX線で暗い活動銀河核の調査
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多くが合体中の銀河である超/高光度赤外線銀河 (Ultra-/Luminous Infrared Galaxy; U/LIRG)は, ガスやダス
トに覆われた中心に活発な活動銀河核 (Active Galactic Nucleus; AGN)が誘発されるため, 巨大ブラックホール
進化の理解の鍵となる種族である. 遠方U/LIRG (z ∼ 1–6)では, トーラスの吸収を補正したAGN成分のX線光
度 (LX)と 6 µm光度 (L6)を比べると通常よりも X線で暗く, AGN光度 (L6 ∼ 1047 erg/s)の大きさが特殊な性
質の原因と考えられてきた. 一方, AGN光度が約 2桁小さい近傍U/LIRGでも, 合体後期では全放射光度に対す
る X線光度は小さいことが判明した (Yamada et al. 2021). これらの AGNでは強いアウトフローが観測される
ことから, 近傍U/LIRGでは降着円盤領域のダストフリーな吸収体 (<100rg; rgは重力半径)が発達し, X線の遮
蔽により電離度は低下して, 紫外線の束縛-束縛遷移の吸収によりアウトフローが加速する描像が示唆された. し
かし, 近傍と遠方のU/LIRGの議論で扱う波長が異なっており, 両者が同様のAGNを持つのかは不明である.
本研究では, Yamada et al. (2021)でX線スペクトル解析を行った 57天体のU/LIRGに対し, X線から電波ま

での多波長データ解析を実施し, 多波長での吸収補正したAGN光度を推定した. まず, LXとL6を比較すると, 近
傍と遠方のU/LIRGは通常の銀河におけるAGNの相関式よりX線光度が約 1桁も小さいことが分かった. さら
に, X線 (2 keV)と可視光 (2500 Å)のべき指数とエディントン比の比較でも, 両者は通常の相関式よりX線で暗
いことが示唆された. 以上の結果は, 近傍と遠方のU/LIRGは同様にX線で暗いAGNを持つ可能性を支持する.


